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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
愛
続
乱
戻
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
４
３
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ひ
と
み

【
あ
ら
す
じ
】

　
永
想
恋
続
。
の
続
編
で
す
。

ど
う
ぞ
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
（
（
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１
話
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

春
菜
、
あ
ー
ん
し
て
？
　
ｂ
ｙ
．
孝
太
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１
話
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

チ
ュ
・
・
・
チ
ュ
ン
ッ
・
・
・

・
・
・
あ
ぁ
・
・
・
・
・
。

ス
ズ
メ
の
声
が
・
・
・
聞
こ
え
る
。

今
は
、
何
時
か
な
―
―
―
―
―
―
―
?
？

・
・
・
お
腹
空
い
た
な
ー
・
・
・
。

春
菜
『
・
・
・
っ
て
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ッ
！
！
？
』

初
め
ま
し
て
の
方
に
は
、
初
め
ま
し
て
。

お
久
し
ぶ
り
の
方
に
は
、
お
は
ろ
ー
で
す
。

星
川
春
菜
、
１
５
歳
。

今
日
か
ら
第
一
高
等
学
校
の
１
年
生
で
す
・
・
・
っ
て
！
！
！

春
菜
『
自
己
紹
介
と
か
な
ん
と
か
、

そ
う
と
か
し
て
る
暇
な
い
し
ッ
！
？
』

・
・
・
只
今
午
前
７
時
５
７
分
。

春
菜
『
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
！
！
！
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春
兄
、

は
る
に
ぃ

な
ん
で
起
こ
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
ッ
！
？
』

一
人
、
自
分
の
部
屋
で
激
怒
し
な
が
ら

真
新
し
い
第
一
の
制
服
に
手
を
伸
ば
し
て
・
・
・
・

・
・
・
思
い
出
し
た
。

そ
っ
か
・
・
・

春
兄
は
、
サ
ー
ク
ル
の
合
宿
と
や
ら
で
、

い
な
い
ん
だ
っ
た
。

パ
パ
と
マ
マ
は
結
婚
記
念
日
で

京
都
へ
行
っ
て
い
る
・
・
・
。

春
菜
『
・
・
・
ば
っ
か
み
た
い
・
・
・
・
』

今
日
は
星
座
占
い
１
２
位
で
し
た
か
・
・
・
？

答
え
は
、
Ｎ
Ｏ
。

１
２
位
ど
こ
ろ
か
、
１
位
だ
っ
た
よ
！
？

・
・
・
・
あ
の
占
い
も
う
信
じ
ら
れ
な
い
・
・
・
ッ
。

春
菜
『
・
・
・
っ
と
？
』

ま
だ
洋
服
屋
さ
ん
の
匂
い
が
す
る
制
服
を
、

ハ
ン
ガ
ー
か
ら
外
し
た
ら
。
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春
菜
『
こ
れ
・
・
・

読
ん
で
な
か
っ
た
・
・
・
』

・
・
・
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
プ
リ
ン
ト
。

ざ
っ
と
目
を
通
す
と
、

〈
新
入
生
は
、
９
時
３
０
分
ま
で
に

校
門
通
過
を
し
ま
し
ょ
う
！
〉

・
・
・
の
文
字
が
。

春
菜
『
あ
・
・
・
ぅ
・
・
・
・
』

・
・
・
全
然
遅
刻
じ
ゃ
な
い
、
む
し
ろ
早
起
き
。

春
菜
『
あ
の
占
い
当
た
っ
て
る
な
ー
』

さ
っ
き
と
は
、
全
く
も
っ
て

矛
盾
し
て
い
る
一
言
を
呟
き
な
が
ら
、
プ
リ
ン
ト
を
よ
く
読
む
。

春
菜
『
・
・
・
あ
ー
ぁ
・
・
・
。

持
っ
て
く
る
も
の
は
ー
、
っ
と
？
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筆
記
用
具
・
・
・
入
学
通
知
表
・
・
・

保
護
者
・
・
・
？

あ
。
保
護
者
い
な
い
か
ら
、

入
学
通
知
表
の
不
在
に
丸
し
な
き
ゃ
・
・
・
』

そ
ん
な
こ
ん
な
で
用
意
を
し
て
い
る
と
、

も
う
８
時
２
０
分
だ
っ
た
。

春
菜
『
朝
ご
は
ん
ー
・
・
・
』

・
・
・
を
食
べ
て
、

春
菜
『
歯
磨
き
ー
・
・
・
』

・
・
・
を
し
て
、

春
菜
『
制
服
ー
・
・
・
』

・
・
・
に
着
替
え
て
、

春
菜
『
鞄
ー
・
・
・
』
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・
・
・
を
持
っ
て
、

春
菜
『
行
っ
て
き
ま
ー
す
』

・
・
・
と
、
誰
も
い
な
い
家
に
、

お
知
ら
せ
を
し
て
か
ら
・
・
・
・
。

春
菜
『
葵
衣
に
電
話
・
・
・
し
な
き
ゃ
ね
』

そ
う
。

私
と
、
私
の
大
親
友
の
葵
衣
、

そ
れ
に
―
―
―
―
―
―
?
 

、

〈
彼
氏
〉
の
、
孝
太
。

彼
氏
に
な
っ
て
、
あ
ん
な
に

経
っ
て
い
る
の
に
、

ま
だ
実
感
が
湧
か
な
く
て
・
・
・
。

春
菜
『
あ
、
葵
衣
？

今
家
出
た
か
ら
、
１
０
分
後
く
ら
い
に

そ
っ
ち
行
く
ね
』

ち
な
み
に
、
京
香
ち
ゃ
ん
は

ど
こ
ぞ
の
お
嬢
様
学
校
ら
し
い
。
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・
・
・
頭
良
い
し
ね
。

で
も
、
せ
っ
か
く
打
ち
解
け
た
の
に
、

ち
ょ
っ
と
残
念
；

・
・
・
と
、
そ
の
と
き
。

ド
ン
ッ

春
菜
『
す
・
・
す
み
ま
せ
ん
ッ
』

誰
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、

と
っ
さ
に
頭
を
下
げ
る
。

・
・
・
い
く
ら
ま
っ
て
も
返
事
が
な
い
。

で
、
す
ご
く
怒
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
怖
く
な
っ
て
、

恐
る
恐
る
、
頭
を
上
げ
た
―
―
―
―
―
―
―
―
?
・
・
・
・
。

今
・
・
・
・
こ
の
と
き
、
ど
う
し
て
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

そ
ん
な
後
悔
も
虚
し
い
よ
・
・
・
・
・
・
・
・
。

ホ
ン
ト
、
ど
う
し
て
分
か
ん
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?
始
 

ま
 

り
 

は
 

終
 

わ
 

り
 

だ
 

と
 

い
 

う
 

こ
 

と
 

に
 

。

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
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10

１
話
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

と
う
と
う
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
す
ね
ー
ｗ

そ
れ
だ
け
い
え
ば
十
分
（
キ
リ
ッ
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２
話
　
登
場
人
物
（
前
書
き
）

春
菜
、
あ
ー
ん
し
て
？
　
ｂ
ｙ
．
孝
太
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２
話
　
登
場
人
物

星
川
　
春
菜

　
　
ほ
し
か
わ
　
は
る
な

　
第
一
高
等
学
校
１
年
生

　
孝
太
と
幼
馴
染
み
で

　
家
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
が
隣
同
士

　
髪
の
長
さ
は
、
そ
の
ま
ま
だ
と
肩
甲
骨
ら
へ
ん
（
笑
）
で
、

　
基
本
編
み
こ
み
付
き
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

　
普
通
に
可
愛
い

　
頭
も
普
通
に
良
く
て
、
５
教
科
中
３
教
科
は
７
５
点
以
上

　
彼
氏
さ
ん
＝
孝
太

　　
白
馬
　
孝
太

　
　
は
く
ば
　
こ
う
た

　
第
一
高
等
学
校
１
年
生

　
彼
女
さ
ん
＝
春
菜

　
母
子
家
庭

　
頭
も
春
菜
と
同
じ
く
ら
い

　
普
通
に
・
・
・
い
や
、
め
っ
ち
ゃ
か
っ
こ
い
い

　
宮
川
　
京
香

　
　
み
や
か
わ
　
き
ょ
う
か

　
（
ど
こ
ぞ
の
お
嬢
様
学
校
の
）
高
校
１
年
生

　
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い

　
髪
は
肩
の
と
こ
ら
へ
ん
で
、
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時
々
二
つ
結
び
し
た
り
し
て
い
る
が

　
基
本
そ
の
ま
ま

　
白
馬
　
美
紗
奈

　
　
は
く
ば
　
み
さ
な

　
孝
太
の
お
姉
ち
ゃ
ん

　
大
学
生
で
、
春
菜
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
付
き
合
っ
て
い
る
（
同
い
年
）

　
押
し
が
強
く
、
お
せ
っ
か
い

　
頭
？
あ
ぁ
、
い
い
よ
。
よ
す
ぎ
る
か
ら
！

　
き
れ
い
な
お
姉
さ
ん
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ

　
大
学
で
は
物
理

　　
星
川
　
春
也

　
　
ほ
し
か
わ
　
は
る
や

　
春
菜
の
お
兄
ち
ゃ
ん

　
大
学
生
で
、
美
紗
奈
と
付
き
合
っ
て
い
る
（
同
い
年
）

　
か
な
り
か
っ
こ
い
い

　
さ
わ
や
か
～
っ
て
感
じ
の
人

　
で
ま
ぁ
、
頭
良
い
み
た
い
な
ね
ｗ
ｗ

　
大
学
で
は
音
楽

　　
高
木
　
葵
衣

　
　
た
か
き
　
あ
お
い

　
第
一
高
等
学
校
１
年
生

　
春
菜
の
親
友

　
勉
強
？
な
に
そ
れ
お
い
し
い
ｎ
（
ｒ
ｙ

　
み
た
い
な
感
じ
ｗ
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点
数
は
だ
い
た
い
５
０
点
以
下
く
ら
い

　
ピ
ア
ノ
上
手
い

　
合
唱
コ
ン
と
か
で
は
い
っ
つ
も
伴
奏

　
明
る
く
て
、
ク
ラ
ス
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在

　
髪
は
首
の
付
け
根
ら
へ
ん
の
長
さ
で
、

　
時
々
一
つ
に
し
て
い
る

　
陸
玖
さ
ん

　
　
り
く
さ
ん

　
も
う
亡
く
な
り
ま
し
た
よ
（
笑
）

　
詳
細
は
不
明
、

　
性
別
も
不
ｍ
（
蹴

　
・
・
・
男
で
す
よ
？

　　
ほ
か
に
も
、
あ
と
で

　
追
加
し
ま
す
よ
ｂ
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３
話
　
嫉
妬
（
前
書
き
）

春
菜
、
あ
ー
ん
し
て
？
　
ｂ
ｙ
．
孝
太
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３
話
　
嫉
妬

ド
ン
ッ

春
菜
『
す
・
・
す
み
ま
せ
ん
ッ
』

誰
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
と
っ
さ
に
頭
を
下
げ
る
。

・
・
・
い
く
ら
ま
っ
て
も
返
事
が
な
い
。

で
、
す
ご
く
怒
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
怖
く
な
っ
て
、
恐
る
恐
る
、
頭
を
上

げ
た
、
ら
。

春
菜
『
あ
れ
？
・
・
・
え
っ
！
？
あ
れ
！
！
？
』

誰
も
・
・
・
い
な
い
…
？

今
私
は
、
確
か
に
誰
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

だ
っ
て
、
“
う
わ
っ
”
っ
て
声
が
聞
こ
え
た
か
ら
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?
な
ん
で
・
・
・
？

そ
う
思
い
な
が
ら
私
は
、
辺
り
を
ぐ
る
っ
と
見
回
し
た
。

春
菜
『
・
・
・
え
・
・
・
・
・
・
；
』
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ホ
ン
ト
に
誰
も
い
な
い
。

・
・
・
と
思
っ
た
ら
。

ポ
ン
ッ

と
、
誰
か
に
後
ろ
か
ら
肩
を
た
た
か
れ
た
。

急
い
で
売
り
か
え
っ
て
み
る
と
・
・
・
・
、

？
『
さ
っ
き
は
ご
め
ん
ね
ぇ
？
・
・
・
星
川
さ
ん
』

後
ろ
に
人
が
い
た
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
、
私
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
て
い
た
私
は
、

何
も
言
え
ず
に
カ
チ
ン
・
・
・
と
固
ま
っ
て
い
た
。

・
・
・
し
か
も
な
ん
か
、
か
っ
こ
い
い
し
、
背
が
常
識
の
範
囲
以
内
で
高
い
。
・

・
・
ま
ぁ
い
い
や
。

？
『
・
・
・
あ
。
も
し
か
し
て
名
前
？
鞄
に
書
い
て
あ
る
か
ら
さ
・
・
・
』

ち
ょ
っ
と
苦
笑
し
な
が
ら
そ
の
人
は
、
私
の
鞄
に
チ
ラ
ッ
と
視
線
を
向
け
て
、

ま
た
話
し
始
め
た
。

春
菜
『
あ
！
そ
っ
か
。
・
・
・
さ
っ
き
は
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
っ
！
え
っ
と
・
・

・
・
』
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悠
『
橋
本
悠
。
悠
っ
て
呼
ん
で
い
い
よ
。

は
し
も
と
ゆ
う

あ
ー
楽
し
か
っ
た
。
ず
っ
と
隠
れ
て
た
ん
だ
よ
～
？
』

名
前
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
た
私
に
、
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
。

一
言
余
計
な
ん
だ
け
ど
。

ま
ぁ
ス
ル
ー
を
し
て
お
く
。

春
菜
『
星
川
春
菜
で
す
！
』

自
己
紹
介
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
急
い
で
自
分
の
名
前
を

言
う
。

悠
『
う
ん
。
・
・
・
え
…
っ
と
さ
、
敬
語
や
め
な
い
？
俺
１
年
だ
し
』

春
菜
『
い
…
１
年
生
！
？
』

私
が
驚
い
て
は
し
も
と
・
・
・
あ
、
悠
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と
、

悠
は
苦
笑
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

悠
『
う
ん
。
そ
う
だ
よ
？
て
か
は
る
た
ん
顔
見
す
ぎ
・
・
・
』

春
菜
『
ご
っ
…
ご
め
ん
！
・
・
・
・
っ
て
は
る
た
ん
！
？
』
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私
が
唖
然
し
て
い
る
と
、
悠
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
浮
か
べ
た
。

悠
『
う
ん
！
春
菜
だ
か
ら
は
る
た
ん
。
・
・
・
い
や
？
』

春
菜
『
い
い
け
ど
・
・
・
』

・
・
・
あ
の
ね
、
悠
？

そ
ん
な
元
々
が
整
っ
た
可
愛
い
顔
な
の
に
、
拗
ね
た
顔
と
か
さ
、

彼
氏
持
ち
の
私
で
も
ド
キ
ド
キ
す
る
ん
だ
よ
？
・
・
・
い
や
と
か
言
え
な
い
で

し
ょ
、
普
通
。

悠
『
や
っ
た
ー
！
』

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

悠
『
ね
、
一
緒
学
校
行
こ
う
？
』

私
に
問
い
か
け
る
。

え
、
ま
て
ま
て
・
・
・
。
葵
衣
が
い
る
よ
・
・
・
？

で
も
断
れ
な
さ
そ
う
・
・
・
。
ど
う
し
よ
う
・
・
・
・
・
・
。

な
ん
て
思
っ
て
い
る
と
。

ブ
ー
ッ
・
・
・
ブ
ー
ッ
・
・
・
・
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携
帯
の
バ
イ
ブ
音
が
鳴
っ
た
。

春
菜
『
あ
、
私
だ
』

ど
こ
か
楽
し
そ
う
に
私
の
返
事
を
待
っ
て
い
る
悠
を
よ
そ
に
、

急
い
で
ケ
ー
タ
イ
を
開
く
。

“
新
着
メ
ー
ル
１
件
”

メ
ー
ル
を
確
認
し
て
み
た
ら
・
・
・
・
、

“
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
 

葵
衣

Ｓ
ｕ
ｂ
 

Ｒ
ｅ
：
無
題

春
菜
ご
め
ん
＞
＜

先
に
行
っ
て
て
！
”

の
文
字
。

・
・
・
嘘
で
し
ょ
…
？

じ
ゃ
あ
私
、
悠
と
学
校
行
か
な
き
ゃ
な
ん
だ
・
・
・
？

葵
衣
に
わ
か
っ
た
、
と
だ
け
返
信
を
し
て
、
電
柱
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
猫
と
戯

れ
て
い
る
悠
の
方
を
向
い
て
、

春
菜
『
悠
・
・
・
！
』

と
、
名
前
だ
け
で
悠
を
呼
ぶ
。

す
る
と
、
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悠
『
な
に
ー
？
』

と
、
こ
っ
ち
に
背
中
を
向
け
て
、
ま
だ
猫
と
戯
れ
て
い
る
悠
か
ら
、
返
事
が
返

っ
て
き
た
。

春
菜
『
・
・
・
行
こ
っ
か
？
』

半
ば
呆
れ
な
が
ら
一
緒
に
行
く
、
と
い
う
返
事
を
含
ん
だ
言
葉
を
返
し
た
ら
。

悠
『
ほ
ん
と
ッ
！
？
』

い
き
な
り
悠
が
振
り
向
い
て
、
・
・
・
・
・
猫
が
驚
い
て
い
た
。

駆
け
足
で
こ
っ
ち
に
来
た
悠
を
チ
ラ
リ
と
み
て
か
ら
、
私
は
こ
う
言
っ
た
。

春
菜
『
う
ん
。
・
・
・
あ
、
時
間
ヤ
バ
い
か
も
。
急
ご
っ
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・

・
・
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・―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?
高
校
前
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?

高
校
に
着
く
と
、
新
入
生
達
が
た
く
さ
ん
門
を
通
過
し
て
い
た
。

い
ち
ね
ん
せ
い

そ
の
人
達
を
ボ
ー
っ
と
眺
め
て
い
る
と
、
見
覚
え
の
あ
る
後
姿
が
目
の
端
に
映

っ
た
。

春
菜
『
あ
！
孝
太
！
！
』

私
が
言
う
と
悠
は
、

悠
『
な
に
？
・
・
・
彼
氏
さ
ん
？
』

と
、
悪
戯
っ
子
の
よ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
私
を
お
ち
ょ
く
り
始
め
た
。

春
菜
『
・
・
・
ッ
！
・
・
・
ま
ぁ
そ
う
な
ん
だ
け
ど
…
。
あ
ー
ー
も
ぉ
ぉ
っ
！
！

は
…
恥
ず
か
し
い
ん
だ
か
ら
ぁ
…
止
め
て
よ
も
ぉ
・
・
・
・
・
・
』
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頬
を
赤
ら
め
て
、
俯
い
て
し
ま
っ
た
私
。

そ
う
。
俯
い
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
見
え
な
か
っ
た
、
悠
の
表
情
。

か
お

そ
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?
 

、
孝
太
の
表
情
・
・
・
。

か
お

悠
『
行
っ
て
き
な
。
あ
、
さ
っ
き
は
あ
り
が
と
！
』

さ
っ
き
と
い
う
の
は
、
一
緒
に
学
校
へ
来
た
こ
と
だ
ろ
う
。

春
菜
『
う
ん
！
』

私
は
そ
う
返
事
を
し
て
、
孝
太
の
方
へ
走
り
寄
っ
て
行
っ
た
・
・
・
。

浮
か
れ
て
い
て
・
・
・
見
え
な
か
っ
た
、
孝
太
の
複
雑
そ
う
な
顔
と
、

聞
こ
え
な
か
っ
た
、
悠
の
“
と
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
”
な
ん
て
呟
き
・
・
・
。

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

愛続乱戻。
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